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社会（歴史） 概評 1

１ 教科目標の達成及び単元（題材）の構成・配列等 

（観点１） 学習指導要領に示された教科の目標を達成するために、構成・配列等について、

どのような工夫が見られるか。 

発行者 概 評 

２ 東京書籍 

(1) 社会科歴史的分野の目標を達成するために、章の構成は、単元

を貫く課題をつかむ、課題を追究する、課題を解決するという流

れで構造化されており、単元を通して課題解決的な学習活動がで

きるようになっている。 

また、見開き１単位時間ごとに学習課題が設定され、本文の理

解を深める「歴史にアクセス」コーナーなどで追究し、最後に、

学習内容の定着を図る「チェック＆ トライ」コーナーに取り組め

るような構成・配列の工夫が見られる。 

17  教育出版 

(1) 社会科歴史的分野の目標を達成するために、章の構成は、学習

のテーマをつかむ導入ページ、本時ページとそれに関連した特設

ページ、学習のまとめと表現ページとなっており、見通し・振り

返りの学習活動に取り組みやすくなっている。 

また、見開き１単位時間ごとに学習課題が設定され、キャラク

ターの吹き出し内容などを基に追究し、最後に、学習内容を深め

る「確認！ 」「表現！ 」コーナーに取り組めるような構成・配

列の工夫が見られる。 

46  帝国書院 

(1) 社会科歴史的分野の目標を達成するために、章の構成は、章・

節・見開きごとに問いと振り返りの学習を設け、それを積み重ね

ていくことで章の問いを自分なりに追究していくことができるよ

うになっている。 

また、見開きで１単位時間ごとに学習課題が設定され、「年代

インデックス」で時系列を確認しながら追究し、最後に、読解力

や表現力等の育成を促す「確認しよう」「説明しよう」コーナー

に取り組めるような構成・配列の工夫が見られる。 

81 山川出版 

  社 

(1) 社会科歴史的分野の目標を達成するために、章の構成は、導入

（日本史と世界史の帯年表）ページ、本文ページ、書き込み式の

まとめページとなっており、世界史も含めた歴史の流れをつかむ

ための工夫が見られる。 

また、見開きで１単位時間ごとに学習課題が設定され、本文や

コラム、関連のグラフ、用語解説などで追究し、最後に、学習内

容の定着をさらに深める「ステップアップ」コーナーに取り組め

るような構成・配列の工夫が見られる。 

  

 

 



社会（歴史） 概評 2

116 日本文

教出版 

(1) 社会科公民的分野の目標を達成するために、章の構成は、導入

ページ、本文ページ、学習のまとめと発展のページとなっており、

毎時間の学習内容を、章末で確認・定着できるような流れとなっ

ている。 

また、見開きで１単位時間ごとに学習課題が設定され、複数の

資料や「ミニ知識」コーナーなどで追究し、最後に、毎時間の学

習内容の振り返りができる「ここがポイント」コーナーに取り組

めるような構成・配列の工夫が見られる。 

225 自由社 

(1) 社会科歴史的分野の目標を達成するために、章の構成は、学習内容

を予告する導入ページ、本文、調べ学習や知識の確認、時代の特徴を

考えたりまとめたりするページとなっており、各時代の特色を捉えさ

せるための工夫が見られる。 

  また、見開きで１単位時間ごとに学習課題が設定され、本文や関連す

る資料、キャラクターの吹き出し内容などを基に追究し、最後に、学習

内容を確認する「チャレンジ」コーナーに取り組めるような構成・配列

の工夫が見られる。 

227  育鵬社 

(1) 社会科公民的分野の目標を達成するために、章の構成は、導入

ページ（○○の入り口）、本文ページ、まとめのページ（○○の

これから）となっており、問題意識をもって学習に取り組めるよ

うな工夫が見られる。 

また、見開きで１単位時間ごとに学習課題が設定され、「学習

を深めよう」コーナーなどで追究し、最後に、レポートや論述で

まとめる「学習のまとめ」に取り組めるような構成・配列の工夫

が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



社会（歴史） 概評 3

２ 内容や指導の充実 

（観点２） 主体的・対話的で深い学びを通して、目指すべき資質・能力を確実に身に

付けさせるために、どのような工夫が見られるか。 

発行者 概 評 

２ 東京書籍 

(1) 主体的・対話的で深い学びを展開するために、第１編に、時期

や年代の表し方を示したり、推移・比較・相互の関連等の歴史的

な「見方・考え方」を説明したりすることで、その後の学習の手

立てとして活用できる工夫が見られる。 

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得するために、学習したことを

確認できる「基礎・基本のまとめ」のコーナーや、歴史の学習に

必要な技能を身に付ける「スキル・アップ」コーナーを設けるな

どの工夫が見られる。 

(3) 未知の状況に対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育成

するために、学習内容を「ウェビング」などの「思考ツール」を

活用してまとめたり、文化史のコラム「もっと歴史」で思考を深

めたりするなどの工夫が見られる。 

17  教育出版 

(1) 主体的・対話的で深い学びを展開するために、冒頭の活動で歴

史の流れを捉えたり、時期や推移、比較、関連等の歴史的な「見

方・考え方」を具体的に確認したりすることで、学習の見通しを

もたせるなどの工夫が見られる。 

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得するために、節の学習を振り

返る「○節を捉える」コーナーを設けたり、適宜設けられた資料

内容を読み取る「読み解こう」コーナーを設けたりするなどの工

夫が見られる。 

(3) 未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育

成するために、歴史を多面的・多角的に考察したり理解したりで

きるコラム「歴史の窓」や学習を振り返る「学習のまとめと表現」

ページを設定するなどの工夫が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



社会（歴史） 概評 4

46  帝国書院 

(1) 主体的・対話的で深い学びを展開するために、冒頭で歴史の流

れや歴史の調べ方、また、歴史的な「見方・考え方」などについ

て詳しく示し、学習の見通しをもちやすくするなどの工夫が見ら

れる。 

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得するために、節の学習を振っ

て説明する「第○節の問いを振り返ろう」を設けたり、基礎的な

技能を身に付けるための「技能をみがく」を設けたりするなどの

工夫が見られる。 

(3) 未知の状況に対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育成

するために、言語活動を促す「章の学習を振り返るページ」や学

習した内容をさらに深める「多面的・多角的に考えてみよう」コ

ーナーを設けるなどの工夫が見られる。 

81 山川出版 

  社 

(1) 主体的・対話的で深い学びを展開するために、様々な資料を基

に提示された課題について、話し合ったり考察を深めたりする「歴

史を考えよう」コーナーを、章ごとに設定するなどの工夫が見ら

れる。 

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得するために、冒頭で、歴史を

学ぶための基礎知識と調べ方を示した「歴史との対話」を設けた

り、同時代の日本と世界を捉える「○○世紀の世界」のページを

設けたりするなどの工夫が見られる。 

(3) 未知の状況に対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育成

するために、各単元の導入の発問や、図版の近くに設けた発問な

ど、各所に設けた発問について自ら考えさせるなどの工夫が見ら

れる。 

116 日本文

教出版 

(1) 主体的・対話的で深い学びを展開するために、冒頭で、時系列・

推移・比較・つながりという４つの歴史的な「見方・考え方」を

明示したり、キャラクターが「見方・考え方」の活用に関する具

体例を示したりするなどの工夫が見られる。 

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得するために、「スキルアップ」

コーナーで調べ学習のポイントや系図の見方などを身に付けた

り、巻末の歴史学習の基礎資料ページを活用したりできるなどの

工夫が見られる。 

(3) 未知の状況に対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育成

するために、「先人に学ぶ」「女性史コラム」「地域に学ぶ」等

を掲載し、当時の人物の偉業等と現在とのつながりを意識できる

ような工夫が見られる。 

 

 

 



社会（歴史） 概評 5

225 自由社 

(1) 主体的・対話的で深い学びを展開するために、各章のはじめに、「予

告編」の年表で学習する時代を大観したり、各章の終末で「対話とまと

め図のページ」を設けて学習内容を振り返ったりするなどの工夫が見ら

れる。 

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得するために、「もっと知りたい」の

ページで学習内容に関連するコラムを設けたり、各章の終末で、「復習

問題のページ」を活用して学習内容の定着を図ったりできるような工夫

が見られる。 

(3) 未知の状況に対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育成するた

めに、「外の目から見た日本」や「人物クローズアップ」のページを設

け、歴史的事象を様々な資料から深く学び考えられるような工夫が見ら

れる。 

227  育鵬社 

(1) 主体的・対話的で深い学びを展開するために、自分なりの価値

判断をする「歴史のターニングポイント」を設定したり主体的に

時代の特色を捉える「『私の歴史博物館』をデザインしてみよう」

を設定したりするなどの工夫が見られる。 

(2) 生きて働く「知識・技能」を習得するために、序章で歴史の流

れ、年代や時代区分の表し方、「歴史ワクワク隊・６つの心得」

において、歴史の学び方を示すなど、学習に必要なことを学ぶ工

夫が見られる。 

(3) 未知の状況に対応できる「思考力・判断力・表現力等」を育成

するために、巻末に「歴史新聞をつくろう」や「日本の歴史を大

観する」ページを設定して、学んだことを自分の言葉で表現する

などの工夫が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



社会（歴史） 概評 6

３ 利便性の向上 

 （観点３） 学習効果や使用上の利便性を高めるとともに生徒にとって分かりやすいと

いう視点から、どのような工夫が見られるか。 

発行者 概 評 

２ 東京書籍 

(1) 全ての生徒が学習しやすくするために、ユニバーサルデザイン

の視点を取り入れ、インターネットのデジタル資料を活用した学

習ができるなどの工夫が見られる。 

また、ページ下の、学習内容を示す「チェックトライ」のコー

ナーで学習内容を振り返ったあとに、数ページ先の「探究のステ

ップ」のページを示すなどして、発展的な学習が効率的に行える

ような工夫が見られる。 

17  教育出版 

(1) 全ての生徒が学習しやすくするために、ユニバーサルデザイン

の視点を取り入れ、見開きで設けた「時代スケール」に色付けを

するなどの工夫が見られる。 

また、巻頭で小学校の学習を振り返るとともに、ページ下には

関連分野を示して学習内容の関連性・系統性を意識したり、「二

次元コード」を読み取って、インターネットを活用した学習を行

ったりできるような工夫が見られる。 

46  帝国書院 

(1) 全ての生徒が学習しやすくするために、ユニバーサルデザイン

の視点を取り入れ、章の初めに、時代をイメージできる大判のイ

ラストを用いるなどの工夫が見られる。 

また、地図などの図版は、記号等が明瞭で、読み取りやすい配

慮がなされていたり、「二次元コード」を読み取って、動画など

のコンテンツ資料を活用した学習が行ったりできるような工夫が

見られる。 

81 山川出版 

  社 

(1) 全ての生徒が学習しやすくするために、ユニバーサルデザイン

の視点を取り入れ、用語解説のコーナーで、難解な用語を解説す

るなどの工夫が見られる。 

また、小学校との接続に配慮し「歴史を大きく変えた人物」を

巻頭に設けたり、「二次元コード」を読み取って博物館や資料館

のホームページサイト及び、動画や音声を活用した学習を行った

りできるような工夫が見られる。 

116 日本文

教出版 

(1) 全ての生徒が学習しやすくするために、ユニバーサルデザイン

の視点を取り入れ、各単元の見出しやインデックス、ページを示

す箇所の色を統一するなどの工夫が見られる。 

また、小学校の学習内容との関連を図るために、巻頭で、既習

の人物や文化遺産を振り返るとともに、ＱＲコードを読み込んで、

デジタルコンテンツ資料を活用した学習を行うなどの工夫が見ら

れる。 
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225 自由社 

(1) 全ての生徒が学習しやすくするために、本文の記述を補う

注釈を入れたり、見開きで設けた「歴史モノサシ 」に色付け

をしたりするなどの工夫が見られる。  

また、序章「歴史のとらえ方」のページでは、年代の表し方や時代区

分、干支や暦などについて取り上げたり、巻末では元号と西暦早見表を

掲載したりするなど、歴史の学習に取り組みやすくするための工夫が見

られる。 

227  育鵬社 

(1) 全ての生徒が学習しやすくするために、ユニバーサルデザイン

の視点を取り入れ、部分的に拡大したり、読み取るための視点を

示したりするなどの工夫が見られる。 

また、巻頭では、小学校で学んだ人物とその似顔絵を掲載して

既習事項との関連を図ったり、各章の初めには、親しみやすいイ

ラストで描かれた「歴史絵巻」で歴史の大きな流れを捉えたりで

きるような工夫が見られる。 
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４ 地域の願いや思い、生徒の実態等 

（観点４） 事象間の因果関係について考察したり、各時代の大まかな特色を理解

したりするために、どのような工夫が見られるか。 

発行者 概 評  

２ 東京書籍 

(1) 事象間の因果関係について考察する力を身に付けるために、「見

方・考え方」や「読み取る」コーナーで、情報を集め、読み取り、

まとめる活動ができる工夫が見られる。 

(2) 各時代の大まかな特色を理解する力を身に付けるために、資料

の読み取りで各時代の理解を深める特設ページ「資料から発見！」

を設定する工夫が見られる。  

17  教育出版 

(1) 事象間の因果関係について考察する力を身に付けるために、特

設コーナー「歴史の窓」で、歴史的事象の背景や影響などをより

深く学習できる工夫が見られる。 

(2) 各時代の大まかな特色を理解する力を身に付けるために、各章

の導入に、資料の読み解きを通して、これから学習する時代が概

観できる「学習を始めよう」を設定する工夫が見られる。 

46  帝国書院 

(1) 事象間の因果関係について考察する力を身に付けるために、そ

の時代に栄えた文化の社会的背景や因果関係が、明確にわかるよ

うなタイトルや資料選択の工夫が見られる。 

(2) 各時代の大まかな特色を理解する力を身に付けるために、節の

冒頭に各時代の特色を視覚的に捉え、小学校との関連を意識させ

る「タイムトラベル」を設定する工夫が見られる。 

81 山川出版 

社 

(1) 事象間の因果関係について考察する力を身に付けるために、資

料を読み取る際の視点を明確にする「発問」をつけることで、歴

史的事象の背景や影響にせまる工夫が見られる。 

(2) 各時代の大まかな特色を理解する力を身に付けるために、各章

の扉に一目で各時代の日本と世界の大きな流れが理解できる「帯

年表」を取り入れる工夫が見られる。 

116 日本文

教出版 

(1) 事象間の因果関係について考察する力を身に付けるために、資

料とそれに関する問いを設け、歴史的事象の背景を捉える「見方・

考え方」や「深めよう」のコーナーを設定する工夫が見られる。 

(2) 各時代の大まかな特色を理解する力を身に付けるために、学習

の流れに沿って、資料をもとに時代の変化を主体的につかむ「チ

ャレンジ歴史」を設定する工夫が見られる。 
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225 自由社 

(1) 事象間の因果関係について考察する力を身に付けるために、

「知っ得ポイント」やコラムを多く掲載し、地図・写真・史料を

配置して、歴史的事象の背景を深く捉えさせる工夫が見られる。 

(2) 各時代の大まかな特色を理解する力を身に付けるために、各章

始めに登場人物を紹介し、章末に「時代の特徴を考えるページ」

や「対話とまとめ図のページ」を設定する工夫が見られる。 

227  育鵬社 

(1) 事象間の因果関係について考察する力を身に付けるために、章

末に「歴史のターニングポイント」を設定し、歴史的事象につい

て複数の資料を読み取り、表現させる工夫が見られる。 

(2) 各時代の大まかな特色を理解する力を身に付けるために、時代

の特色をとらえ、自分なりに表現する「私の歴史博物館をデザイ

ンしてみよう」を設定する工夫が見られる。 

 


